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序 に か え て
青柳布原の比較地理学的研究序祝
石 田 寛
地理巡検シ')-ズ第 4集 ｢赤土 高原 の地理｣-坪和高原 ･円城詰原 ･竹荘盆地巡検記録が-
いよいよ出るようになった｡音ひに耐えないO
学生の納寮聴取を中心 とし,敬重関係者U)/ト論をhlえたものであるO大型バ?･に人a)子を一杯つ
めこんで,狭い攻 っほい泊をぶ っ飛ばす旅行が｢股化してい く今日, リュックサックを背負って
静かな山野を三泊四日の日程で歩きながら,自照 人 文地盤を調べたものであるれ こa)旅U)記
緑は,′ト旅行の 11とデルといささか自負していろ.この巡検記録が,ここにこうして出るのも,

































.竹荘盆地は旭川棚 卸こあり,その支流錨 札 加茂JrT,皐音)'lL上流にある高原ないし盆地で
ある｡高原居住地としてこの3つのブロックには共通性が多いD










高 度 勾 配 広 さ 地 形 面
竹 荘 盆 地 300-400 もっとも平乱 半 径 2 臥 堆 横 面
円 城 布 原 300- 350 か な り平 坦 半 径 4 臥 堆 蝕 面
妨 和 布 原 300前役 や ゝ 憤 斜 半 径 6 En 堆 蝕 面
加茂川の谷へ降り,宇甘JlEにそって再び高原へとのはる｡超秒点をこえて上流に行 くにつれて,
身也は広くなa G 広大な竹荘盆地の家並,町がかった集落景鰍 ま,純朴TL坪和の漸谷景観とr･'D著
しい対照を示している.,
功利L高原,円城布原,竹荘盆地は旭川中流部に位岨するところU)ほほ同じ高段の苗原であるれ
類挿瑚引･ま実作,加茂郷(円城はその一部 )は傭弧 竹芯は備 中にそくし,近世においてほ所街■
開院を異にし,そのため幕末風巽急を告げた時には,かすかすのドラマチックLJ)軸件もあったO
O●○
こ0)ように支軌 所領関係 を異にしながらも所 方々々で頭農鋲が行われ.また,地域の緑社宮に
た映 しせつり
関係神社が雑って行う大祭つまり立会祭の慣行がある｡
ま蛙 幸作の崩壊 ･民俗B酔Lの残存 ･なにをとっても梯和の後進ぬ 竹聾の先卦 三がきわめて対 -
照的で,円城はちようどその中聞性を示している｡商品作物の封入.人口の粗茶辻会移動をめぐ









切って急に広く明るい泉観に接した時 ｢桃花統 ｣を思い出した｡最近 10余年間私は胸突八丁



















定塊たるゴンドワナ大陸の一十巧からそれを額 ()巻 くごとく配列する新 ･旧の造山帯の上を千概
一隅u)好機とあるいは機上か ら,あるいは自gUuL車からしみじみと眺めたのであった｡こうして
私は今,吉備高原をステ-ジの鞄なる冶山軸 の隆起準平原と比較研究することの必要性 朝F'p6
感しているO多田文男先生U)朝鮮｡北支 ｡蛋古地形に関する一連a)研究 (多田文男嘗 ･自然環
境の変貌,東京大学出版軌 1!64所収)や Willcam D Thornbury･, Princ
ip188 0f Gelomorph3gy . John Viley & uClonβ , Nowy'OrK .
195ムを就み.-LRしてみたく1っている｡
割 符福原は日本でもっとも功型的隆起艶平原であり,そ()なかでも高梁川耽域がもっともテ
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1 赤土 に よ せて






























































































鉄.苦土鉱物 (雲母 .角閃石の如き)が分解すると ,含永酸化鉄すなわち褐鉄鉱ができるので
あるbよく山あいの湿田のすみVE瀬褐色のとろとろした物部がたまっているのをみかけることが











れるが ,このことは気温 .降水i ともI.C大 きい赤道地方で澱大に達するのであるOか くて赤道地
方にラテライトが成生されるのであるOラテライトはその質か らいえば ,赤禍粘土椋物JEといつ
たらよいもので ,含水7ルミナが鉄やマy ガンの酸化物で若色されたものである｡Laterite






























れたが ,吉備高原のように拳平原が隆起して新 しい冶圏の谷がまた十分のびてないところでは ,
このふるレ▲土がほとんどそ っくりそのまま残っているのである｡
































この珊束 ロー ム紘畑物帝に根菜類 ･芋類が適するようであるが ,吉備高原の赤土もまたかT_じ
ことがいえそうである｡
土紘恩いばかりがよレ､ので絃ない 昔から土の肥沃鹿 と鼎色とは何らか関係もりげにいわれてき























L1いまごろでは ,以前ほど乗り気で夜いようであるが ,それでも地方の常要もあって ,ふしょう









































気取 った臭がちらほ らあらわれかけた｡にせ文化人もええところであるD こ か ＼んの餅を焼いて







2 巡検 地域 の地質地形 あれ これ
矢掛石の別･jTZ港地











拭一 輝姫付近･栃原付近 ･東排和の坂道にみられる緑色塊状のも6)は輝線岩で ,近頃やかま
しくt.^われでいる矢掛石と同所向時代のものである｡特に栃原から画餅和にかすであらわれてい




砂のIS{湾は 1万1ILちか くになったものであるoそ してこう如く堆積がおこ夜わ11ると,堆横物 自
体LF_ある種の力を生 じ,それに_よってつtJlに海水中から高い山脈が頭をもたげて陸地がで きるこ
とになる｡かかる地殻の働きを過山遇触とよんでいるが ,日本aIL)このころの造山蓮如を秋吉造山
過勤といい ,ヨー ロ ッJlのパリスカソ造山過勤に刊応するものと考えられるoそしてこの陸上に
あらわれた地層は秩父古生個とtJlわれてtJlるが ,いせでは其の後の地殻D変動や改良できれざれ












































































発達 した薪町の街村の親相はみんなこの丘陵部であって ,せっかく便利な低地に移 9ながら飲料
汰(I-1との丘障部に求めているというありさまである｡
5 吉備高原と私
米 村 昭 二
岡山大学に奉聴してから,はや4年の歳月が流れたが ,月日の経過の速さもさること乍ら,私
にとって壮誠に多Zii多難な時期であった｡そうしたなかにあって ,私 と壱備高炉との蘇付きは ,
昭和 56年 9月 ,第6回地域研究のときtR:始まるO昭和 56年といえば ,煎佳節 1年目の年であ
り,そうした意味合いから,吉備高原との因縁壮早かったといってもよい｡
これに先立って,旧新見正の福瀬へ調査に入り,｢名｣を鳩成単位とする祭花組撒 ,村落生活
を大きく奴制するかな裁 ,かな子の親分子分領渡 が ,強 く私の社会学的興味を呼び起 したが .紘
∴ '-ll,二 二 ∴∵ 二 二 二 ■∴ 二二 -'~''lj~~
先任地国際姓慣数大学社会科学研究所時代の8年間 ,私の研究嶺城は ,主として7メ.)カ農村 ｣
社会学に限られ ,此村のフ ィー ルドワークは ,その合間を縫っててあり,怨村調査に本格的に紺




-つなかった｡先学,先生 ,友人は ,敵励してgまくれたが ,何の拡めにもならなかった｡ともか
く探るよう女気持て三野旺したのが束尖であった｡ しかし ,これを機会に何かをやらればという気
持が強く働いたのも事乗である｡そ うした気拝から文献の収簸 ,文献の研究は,長期計画でやる


















即 特徴的な上り,下り摘 ぎ乍ら,巌 ,鍾 ,棺 と歩;き続けた｡



















佐助 1･三匁 同名新屋敢七右軒門 1.-=匁 同名片今屋敷 久三郎 1.三匁 同名一段屋敷と
ある｡さらrLこれを ｢備前国i,)高和犬谷村之内野原中之先祖脊下シ｣t･C上って関係づけろと,助




このように ,条花組散を中核に,名と同族とを鮒連づけることは ,単に名 ,同族間題だけでな
く,さらに近世村落共同体の法化の究明にも通じるのではないか と思っている｡7メリカのすぐ
れた社会学者ホーマンズ(Romans) 紘 ,社会学的観点から｢English Villager8
0f the ThirteenthCenturyJ という名書を残 し〝Thc Rural Sociology
oLMedievalEngland〝 とVlう好玲文を残しているが ,あやかるわけでは決してない
が '私も歴史社会学の分野でいいアルJl.イトをしたいOできない迄も,せめて志したいと思って
いる｡しかし,その道は険 しく厳しvloそれだけに .青備高原をいっしょに歩いた研究室の#.君 ,
同学の友が一入嬢 しい｡そうした人達の協力に答える上からも大いに研射しなければならない｡

























第 二 編 各 論
慕 - 章 併 和 高 原
1 8 %
山 下 春 夫
耕和のある旭町は ,旧俸文西村 ,旧併和相 ,旧西川村 ,旧年与味村と落合町の一部が合併して
出来あがった町であるoこの旭町は西川 ,栃原などの旭川沿いの谷の村と,耕和に代表される吉
備高原上の村に二分する番がでさる｡
谷鹿央商である西川 ･栃原は現在 ,旭川 9-ムの淳にあり,栃原はダムの淫の山腹を･切り附いた
所t,Eひっそbとあり ,西川の方紘小さな街並を持つ田舎町である｡がかって高瀬舟が旭川を上下
していた頃に性 ,高原の村と岡山方面との物鞄か中継地として重襲在位位 を占めていた｡ この地




m前後の高原面には田 .畑 ,森林たどもあり.ここで労働する辛苦結別として ,食櫛 ,木材その
他作物Ii労力を惜しみさえしなければ因るという邸はない｡従って高原上の乗除 産物の米 ,棄権
葦 ,木材 .薪炭その他一切のものは当時高鮒 の舟藷場であった西川 ,栃原に粂耕された｡高原
｣二の道は平坦面でも遜観点まで来ると急坂 であり'荷物は入府年背などに上り運ばれた｡これら




あった｡旭川の場合 ,商赦舟の最盛糊忙比勝山から40- 50鮭 ,久世から5D蝕 .落合か ら











ダムは嶺通 ,山榊-き地i･{虚殻されるか ,この切合 ,上統共産郡落合町の一部から,下は久米郡
福旺町の一部まで延々1dkm ,関係するの比8ケ町村 ,人家公共物含めて5DO戸にのぼる地
域であった.しかしダム建設虻以外とスムーズに進んだOと言うのも前に述べたエうな条件かあ
り,水没する故郷に対する惜別の念と補竹金に対する軌 Lが錯綜 した｡そしてHB井口29年 1月
51日未明 ,ゲートは閉められた.栃原でvj:地城内に放ったもrJ三分の一弱 ,新任属C:)ほとんど
什Ⅴ年令をよじ登った山腹を切br湖vl.た場所に立てられ ,畑さえも十分に求められず ,この部落












証 なお藤沢兜生の腑究i･,(よると ,旭川で確実な赦字として判明しているの托約 110であるo
r 高梁川では江戸時代 194株 ,明治tG'-なって増加 し,550襲となって-/1るo
藤沢晋 高瀬舟 rおかやせ瓜土記｣ 椅叔 文教出版社 昭和 51年出版による
--21-
1 旭 川 に そ っ て
塩 田 一 弥
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は川YFiにかなb広い氾竜虎が点々と開けている｡離 ,建部 ,香田 ,字垣 ,鮭ケ原などは flood
plainであるQ このflood plainの二ヒ地利用を見るとなかなかおもしろいo辛垣(槻山
北部図)のflood plainをみると道路が走っている所がかっての自然牡防に当るところ
























わずかな親水 も利用 して水田を開こうと努力しているO当地で付目輪廻が大き(深いので ,沸水
があると共に新地が 1- 1･5mという辞書のため,わずか女疎水でも水持ちが良いので稲作は盛
んであるQしかし人々の努力は並々ならぬもので ,腰まで舵にJa:みれながら作菓しなければなら









5 排和地 区の 地形 と地 質概喝
草 地 功
久米都旭町併和周辺の地域./a,いわゆる ｢書倫鳩戚｣の先端部にあたる｡標高5 00- A80
mのこの他或は旭川ダムとその支流 ,通谷川と大淑昆川により区切られ ,等高線の入り乱れErl複
雑な地形をあらわしてV,･Zn｡地谷川付近-1itMこ仕三群変成岩加が広 く分布してかむ,上部古生代



















































たい｡)雌 は反当り7- 8俵である｡q観の4- 5俵と比べ雌 は急速にのぴ ,かっては米作
先進地城であった岡山南部の現在の停滞とは好対席である｡しか し東姉御の水田経営観椀払 叔高
' -2占-
























































は長弟む含めた地すべ り現象が起っている ). しかし出井基本法の効果を上げるための家ぐるみ
の雑村はわずか一軒しか見られなか った.出襟としては土木労働者 ,い草刈り(昭和 59年には
旭町全体で約日 0人 ,束耕和では10人)等があげられる｡












5 併 和 におけ る年 中行事 ･風 俗習慣

















































ぞうに- みそ ,Tiたしょう油のそうにで,大体正月の 1- 5日にかけて食べる｡
-30-




Oみ か ん 一一これ比だいだいのことで ,代々家が栄えるという意味で斬 る｡
○煮 しめ- この中には豆がは入っており,まめな(健康な)とい う意味｡
なかこのほか正月に行 う行事としてつき'の､こうなものがあるo
Oかくわさ-i- 田の排し初めの行啓で,ヤレTh･クと魯ハモからBは くわを入れる｡牛を食から
出して田の中を走らせた け る｡ これ托加茂川町円城で良 く行なわれたもので現在も残って
Vtる｡
I)ヤブ入り- 黒豆をゆでて,それにもち米をつけて近所にくぼる｡
















○大山詣で- これは雨乞いの行-iiのことである｡大体田植 をする6月の頃 .雨が少vlと伯者の
国の大山寺まで酒を一升下げて軌祈年 してもらいに行 くのである｡普通これ紘 2- 5人で行
くのであるが ,雨乞いに行 く者は大山寺で仕掛 rL杜泊らず,ます寺rL行き酒の半分を寺にわ
-51-
たし,あとの半分を赤松の他に行ってそれをうつし,カラ忙なったぴんの中にその他の水む






























る方角と直角の方角 ,すなわち ,北嶺 ,南東である｡
なお船婚式比以前では曲村らしくかなり派手に行なわれていたようで,式をあげる家では部落


















生し土塀和にかける年中行串 ,風俗習快につしつて述べたわけであるが ,正月の行串や食べ物 ,負
作業t,C関係 した年甲行串など姓良村独自の楽しみでもあり,ユーモラスなものと言えよう｡しか
し葬死のし方等不合理と思われるものも戟存している｡年中行串fi3:ど昔からその地域で行なわれ
r 来たもの比部落rJ人 弓々如 意を:とった人々i/(して見ればそれ鮭村落共同体としての組の中i･'Cおけ
I る-稚めレクレーシ ョンであり,姉 牌 の籍びつきを保っ{,19,くものでをる｡従って昔からして
来たことを合理 ,不合迦紋別として現在もそれを扱けて行ってゆくことに音びを･感じるものであ






d 占 い と方 言














譲法祭 り 地にもうー っ中央町 ,両山寺一作の神様の祭 りがある. 8月 15日のお盆の日,両
山寺の信徒の1人で,その節一週間 ,寺にこもってお坊さんに不幸万静か ら浄めて
もらう祈とうを行い15日の夜中の0時な射して ,かがみつけられた暗示t,Cかかり








第二 葦 円 城 高 原
1 概 観
編 集 者
円城とは .止式には御幸増 的口茂川町円城と称 し,BLEl和 5U年砕米 (加茂 ,福山の合併 ),円城
(上田 ,富津の合併 ),盤開 ,長田 ,新山の旧亙 かけ,.I)合併によって生れた加茂川町の旧村名を
表 わ して･ij､り,阿山腺のほほ中央部VL'_位鮭する典型的な吉備高原の村である.
産業は曲集だけとレlって よく,出井以外の生議結ほとん ど成立 してLへない歌麿である｡
堤兵は畑作中′L:であるが ,やや低地には各所に水田を与ることができるo Lか し,反当収丑は少
たく畑作に依存してし1るのが現状であるO畑には昔からの集クパコと頼近前人されたマスカット
の温塁が隣 り合って見 られ ,特異な景鰻を豊 している0-刀 ,若年尼二つ流出など ,典薬地帯一般
に叫ばれている多くの間潜も屠生して五･9,噛み多き相ともいえる｡
土地の人々の赫 卜剖 j:,私達都会に生店している者にとって ,:経て比表わすことrJjできたレ一,















2 気 象 気 候
藤 田 一 彦
円城区域の気象は ,同郡中部(,C屈する超群 ,辛甘の両村にくらペてみて.一般に北部一帯の
諸村に伺19て北進するに従い,気温は ,しだ叫 こ寒冷となり,雨丑 も又多くなる｡それは ,こ




･ り,晩的,草野の時,この本宵山に簡D,火をたLnて ,爾乞をLたそ うで ,今と変らす爾
(汰 )の間額仕切来た'ったようだO現在 ,稲偽れ,天水 ,溜旭の水の酢狩用水として利用して




O) 冒-･-･･-･-- 1月,2月の冬期に宮が多く耕暫期間は平均 4日,概雪丑は平均5OCh!とを
ってLJlる｡堀近の昭和58年の冬には50川も穣空し,バスが止まi),2カ月間ほど交通不
能となっている｡ しかし,この節 も年 凍々ってきているのが喪情である｡





藤 井 正 敏
I. 鼻 糞
土地利用と新 しい褒家経営












範 1表 経営規模月勝 家教
第2乗 車兼典男勝 家激
二 jl}家総 数 専巣Bt家 兼 題 F 家第 1種衆薮 第2荏兼轟(小 言†)
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白菜を作付する良家の70啓以上が図のように1- 2反しか作付 してか らず,舶近称に厳し
い野菜価格の低落を回避するあの滴板的な野草生産が窺われる｡ただ,7反以上 も作付に利用
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これらの兼タバコは黄色兼がほとんどで備中禁は戦争前にをくそ少,職後にをって黄色雅が急:


















































栽培の為の海妻建設には,ガラス.垂木も含めて坪 5.000- 7,000円,鉄骨 1°,000
円の軽費を用する｡各捗家とも自家現金でこれを行を)ことは出来ず ,ほとんど参集近代化資
金の掛矢を受けでぢ投棄金に充てている｡温垂 1練が約 50坪で平均 2棟所有鼻家が多い｡
マスカットは11- 12月頃が芽立ち時で,との頃から冬季の間の温嚢内の一定温度保持の
為の私源として ,日光だけでは不十分を故に,燃料に石炭を使用して一定温度を保っているそ
うだ｡ 占月が療盛期で8- 9月把か9て出荷する｡聞き取 り托当った兵家も出荷の実際中だっ
た｡坪当Dの生藩力は4- 4kg(県平均HQ)で,12kgを1梱包とし隔日に 1- 2梱包出荷



















































菜として阪神市秒 ＼出荷されてきたようだが .とれ比マスカット以上に価格変動が汝 しい為
に怨家の多くも弟 1図で見たように1- 2反しか作付してからず ,価格暴落の際の損失を出
来るだけ小さくしようとしている｡県では野葬価格を安定させる姓付けとして主産地を指定





























妥 か ったか うといって見捨ててしまうのはどうたろ うB生産者自身で値段を決めるようにそ













月 51日現在までの短い期間であるが ,はっきDと人口が現在まで滅bつつあるとV,って よい
だろう｡ 2年半の間に男子は18人,女子は9人 ,計 25人の渡少であるO男女 821人にお
ける25人だから,それは ,総人口の4髄を越える減少率である.その原因は何であろうか.
グラフからすれば,女子の昭和 57年 5- 4月 ,男子の58年 5- 4月を例外として.ち- 4






ムが上図では10- 14オに ,下図では 15- 19オのところにあらわれている｡との二つを






ほかにするととは香い7t'ろうれ 今 .いちばん歩の良いのが煙草である. 1反につき10- 15
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l I
Lr1.,すっと第-輯色種 ,25 ,8年前に一度怖練変を植えたことがあるが ,今年は第二井色領
を･構えている.次ふ,(hhDが米で反収 7- 8俵 ,2.8石～ 5.2石 とLJ,うところ｡中和がほとん
どで , 10月14 ,5日に虻刈取 _L)らその前把 9月中旬には松茸ひきがあL),7 ,8〔00円
程度の収益がある｡山は大部分が共有である｡木材托比を:r)に_<:(,韓にされる赤松が多レ､O
掛 りbが折め.ば畑作物のLりいれ ,せず白菜 ,と力打 .今年脚雪とんど自家用春慶.そばの取
入れが 11月nそばは 8月末から ｢210日QL)脚 ｣まで頓I,C構えてか (.白井ほど手はかか
らぬが ,花の咲 く頃,D台風が心配.同じころ,たばこの うね間に{･しへた小豆のとり入れがある｡
7月20日頃にうね間E'(J:せいた小豆托 8月14 ,5日頃に抜かれる煙草･:,7L_かわって土辞せされ
ろ｡煙草の萎肺病が移るめが心配O唐草が早く凍けめt/小豆が倒れてしそうCそれに天気次第
であるnすんでしまゥたら釆搾きO麦の取入れが 5月半ば～ 6月上旬Dその後把億葦とい う僻
序OそhがEl兵暦であるDそれにピーマン ,トマトがち.t(ち.tく0 日W:i.lc托里串 ,兼租 .こ
れたけつす ってレ-･れt:rほとんど仕部に追われどかLo米,優革のせわl:てひっぼ り回されてレ1る
といった感 じかする｡そtIも共同で,というこJ･打柁{んど軽く,稲刈 i)の際2- 5軒共同で
行なわれる程度｡山へ入る時にも共同をが ,もゥと広(共同梢常にLて,土地に支配せれるf!と
民でけな(,土地を支配するG.1f民にTi･って欲い ･.｡
それから,ここI.,(_).tt,果樹がかし1というと)･｡た ヾ マスカ･/トの温室瀞韓が 20∩0坪ほど
行希われている｡怖 ,製 ,零 ,桃 ,ち-:どう-- ････山の傾斜帝を利用してLへくらでも収秤を奉
げ られそうであi,Dそして ,それ ら托 ,そのまま丁や市へ送り出さぬことである｡例えは甘皮
のヤ 劣ゝるマスカットはfr;･詰めにするとか,那 .棟 も多くできれば同じように加=し白芽も,
生LrJ溝ゝでTEく滞物L,Cするとか ,トフト(,iJrチャJプl/1するとか ,果実の生ジュス把するJか ,




















* このコウグ'1(クIアイ )比町内印成の一区画としてなるところの地縁的なもC,で ,15
～18軒で梯成されています｡3,ミアイには区長がいて役場その他の町内機関と凍結をとって
かi)ます｡ この区長はクミアイ只によって選挙され ,任命書れゼナ. クミ7イの積数となる











らしへ〟とLて春秋の彼津 ,盆等vT_は-族集合 して益参を行をっています｡ E_れは一族の勢威
を示すものとしたものであろうと思われず十が ,現在音程の同族意緑が72く希って来ている
'Dで,その連帯感強化の老練に於tハて(その塀は皆が意織 しているわけで牡をレゝ )もその名
残 りとして踏習されてし､る上うですb (但し竣念T番にその集合場所 ,す7Tzわち煎接骨基に
凝るJ-か ,ある家にいつも典合するとか ,その鵜合する家の順序とかしへう点V,:つレ､て比 ,こ
--50-
のカブウチ存在の超度の間質を知るとに於いて非常に重賓 と期待したのですが ,析 明 らか
に説明して もらえませんでした｡ )株内聞む権威について ,私のお卑ねした人によると,権
威と L^ うようTrものL.i:存在せず,平均化しているとの串 でしたか ,法凍とか他の解式に於い
て現在の経辞力のようなものが牌係 している乞,ではをいかと思われまLた｡ この平均化 ,千
等化とい う点につしへで十族の本家は現に姫えていTfT･か ら,この点が,Bる程度QZ尊 している
のでtd:奇レ､かと思われIZす｡ と把か(現在の平等化,す夜わち友和 していかfrくて4-iその府





仕判 9才せんが ,その存在は明治 ,大正 ,そして昭和の 14-15年Lfl迄く-t明確ですbそのあ
I)方 ,孝kL割について申しますL,大体Ln:於し､て有識なる家庭Z,C′ヵナ親になってしったたきた
い〝J一願って ,そして承諾される{その祝レtと hタノの志味を･こめて一つの宴席を愚け ,カ
ナ*ヤ ,カナ子の関係を結びます.そこに至 .て仕年の瀬子同様の取扱レせ うけるとLもに,
周閲L.･tも認められ〝卦{うさん〝 〟かかあさん〝そして"太郎〝 ′花子〟等の関係に7Fi･りま
































て ,下調べもせず ,巡検中の態度も相当に怠伊でした｡現在自分の試せ られた義務と蛋任に
追いま(られ ,今更〝ft料不足〝TL(ってをげいて後悔してい-2すが ,来する年 ,今後の研
究.の仕方につV}てのあD方 ,態度が判かった車たけが唯一の収秤のようでした｡
6 円 城 の 宗 教







































































うとして諸社が軒 をのぞ こうとして許社が彫 和こ除の報恩渡御式を行ったこTより始ずる
という｡
参 集入社
東四社 鴨神社 .気寄神社 ,松尾神社,ヨ吉神社
西四杜 莱慧神社 ,八幡宮 ,天計神社 ,三所神社
東のみこし部屋へ糾 士本殿寄9からこの版で粛座 .出る時も同じ｡














杏 (棒つかい ,耗刀つかい ,獅子舞 ,馬とばLなどがあるが ,八社で多少のちかいがみられ
る. )のち御旅所に渡御とTrる (これは208 )








午前一時を皮切りに始まb,松尾 ,棉 ,日青 ,天計,八肺 ,≡所 ,乗隷鴫の各神社がこれに
つづく｡総社宮を目ざしす･'暗い山の中を進み ,午前 7時頃各社とも総社宮に至I戯するもの
である｡
神輿が総社宮につくと,ます東か らきた卯 年牡から入御が始ま9,次紘西からの無音 ,松
尾神社,再ひ菜の日吉神社と,これで粟のみこし部屋 (長味 )におさまるし1わゆる大西社の
入御がかわる｡







12時- 12時半 御神事 (この大魚のクライマックスである )
1時～ 1時半 神馬行事 (馬とはし)
1時半～ 2時 術供えの儀




7 円城 の食 生斉
稀 垣 彬 子
円城の生活を頼当することVLそったが .生活という言葉があまblG{も広い意味を持っている
ので ,その中の食生活について桝べた∩
- レの食 物 打 つLへて
正月好けどこでもする上うV,_-雑煮をするが ,必ず塩ブ T)を入れ7'｡この墳ブ7)什=-塩 もので
ある｡肺 は欝抽71味つけして ,ダイコy ,ニンジン ,ゴボウ,オーレン等 ,コ7'Tl.ども入れ
る｡ 他 に ちらしず Lやサ/<すLを作るが ,これ托使 うサバも以前は一塩ものたったD今tli生
もlJを使 うが ,掠サバを使 うこともある らしい.魚 の蘇付け ,野葬の祭付け .せん3'V,,甘酒 .
寮豆もこちそうである｡魚の燕付け(,ト､7チャサバが使われ .甘酒に使 うこうじErTt,以前rt小
燕方面か ら,今は#･SJ'を通じて下士井 ,高額方面か ら入手 している｡又 ,近とろは内を食べる
家もある｡
#･VL'もサバナLを作るnこのサバも以前け一塊~tのた-_た｡群にErf魚市が立ったので ,入手













るか らであるo Lかしこの廃鶏 も週に一味あるかをしかであり,一任に食べろのであきてしま
い出荷する方が多い｡昔けうさぎの肉を食べていたが ,今妊食べをい.魚も8-t協で扱っている
が ,塩宅魚が多い｡種現が少TE(,塩サJl',めざし,サンマ ,カレイなどである｡値段綻阿山
よb妥いが ,それでも週 2 ,5回程度である｡冷雑魚もサンマ ,カレイが入るが .舟協でその
-157-
シ_ズンに 20キロくらいしか出ないから,一戸当りとくわすかである｡鮮魚は以前より入手
しやすいが ,きしみにできるほど新鮮ではない｡ これはさらに少なく在って月に 5.4回春慶
らしい｡調甥も焼 く.煮るが主になっている.
卵も出荷が多くあせり食べか(が ,5日に丁度は食べる辞家もあbそ うだ.-ムは殆んど食
べをいが ,ソーセージは食べている｡ちくわ ,か7日晋とも寒 くなると食べる丑がふえてV､く｡




めん類拭四季を通 じててるが ,親炊いた御飯が足らなくなったから食べようという春慶で ,白
米喝重の傾向が強いO
肉 ,魚 UL)入手 方法




魚け下津井 ,阿山から時 々行商把来ていたが ,塩ブ.)はブ1)市が立つので-なく,岡山から行
商に来ていたn昭和5 ,6年まで按塩乾魚だけだったが ,昭和 10年とろか らトラック輸送に
を9,このころ魚屋ができた｡群卸 20年とろから,ヤミで米や野芽と交換に魚が大最に入っ






穫 瀬 こく類 いも類 油 脂 魚 肉 たまと 乳■ 大 豆 その堕の 旦 線 束1野 菜
必要長 4 rtr) 70 20 80 _50 55 ?00 50 10 10口
現 状 4占0 40 4 50 ! ,0 28 i 50 25 5 40
種 類 ぞ缶也の野菜 果 契 砂 糖 戦料 .
必零丑 150 200 ?5 必畢馴士科学技術庁資源調査会決定に ,現状は加茂ノー勝美
-58-
白米偏重で古く1日1回けノてンかめん軌 ′するとよいが ,滞腹感を味わ うこととエネルギー
源を主食に求めていることか ら,また無現か.tうf-Q又 ,イモ額を搾取 して師 事･拭 らした り_.
強化米を入れるようけした らよい.
油脚 士殆んど群取されていをい｡油は棟近平均 5,占リットル使われるようt･T_なったが ,め
ためものや揚げ ものなど料理法を工夫すれば もっと搾取できる｡ しかし,老人のし好に合わを
いのでむずか LV,ようた｡動物性番白質 け -レの日には努を取されているが ,フグンの日にけ不
足してレ､る｡魚や肉は入手嗣卿t,:とLても,卵tt自足できTL･いたろうか｡ 乳 も料理に_使えtr飲
め,'/3rDで工夫が望まれるO学校給食で牛乳を杭み姶めてかL'_子供の背が伸び/ltと言われている
のも栗雅不足を示す ものであるo骨こと食べ られる′ト魚 も入ってい'AJ.･いので ,カ'1L･シrjムも不
足している｡植物性帯白質は以前か ら大豆ほ⊥･)摂瓶 していろが十分で珪TrLハO殺近け大豆粉




野葬も操白Fl'粟は十分だが ,緑灘野菜 ,果確O不足は言十同的粕 がなされていか.1か らだと
思われる｡これは知識と技術の欠如 とも言える｡出前脚 乙は ,カボチャ,卜T ト,キ1･ベツ,









生酒改督普及所や婦人会がその組轍を利用して ,今やでの頒宵を破 り正 しレ}知識を･掠めてい
くことも重大 を課霞の一つであろO
聞き取 _b 駒 沢 好 子 55オ
相 原 正 造 45オ
-59-





今日我 が々昔風と称し,田舎風と称 して脅 しが少をつかしがるものも,お互しへが他所の例を
知らないたけで.爽際古いtR腎の一部分は今も地方に襲_～,或いは現今の儀式にk'帝している
のである｡注意乾く各地の相連を見ることによ9,ある程度その推移を知ることは可能であろ





V,うもの絞殺初はほとんど妬餅のためにできたかと思 う程 ,配偶者の決定に都合よく柵 され































▽ 宮 参 り
男子の場合二十二F=]目に,女児では一日遅れて宮参 りをする｡以前は神に出生を告げる重
要を解式として扱われ ,母方から送られるしめの紋付 ,或いは振舛由を着せて朝 Fしたが ,
今 日で(･ir鮫のベビー 服に師乗化され ,単叱子どもの健やかを成長を祝る行新作変っている｡
▽ 七 五 三








o L き り
相手の許がづ司りまとまると ｢しきbJをつける.婿二方は酒一升,干するめ一束を仲人
に託し緑方の家作届ける｡嫁方ではこの日祝宴を開くが返礼はし希い｡仮結納ともいい,






に変 り,凝近のとの村七は七 ,八万円程度が普通であるDそしてこの時結節式の日取 りを
決めること托なる.
o 結 婿 式









れて食物の共同とい うことが常に俵式の中心をそしていたのである｡ (柳田国男森 .第十
五巻 )そLてそれら一切を押倒が負趣するとしへうから相当の用意が必要である｡県政二十
万円ということだが ,次窮に生括改杏が効果を上げ栃乗化の傾向れ見られる｡蹄はその日
の内に醇礼衣歩の-1せ規合 ,棟内の家を挨拶すわりに歩 くことにせってhる そこで近所の












人が死亡すると-1す病筆から蓑座敷に博し軒元に巧 ,汰 ,白餅等を供え ,家族初め再従兄
弟までがその左右に待L,これを′悔み人〝とvlうDとtD時死 人は 特別IL('北粁西向きに辞








ヶ所 とする｡ これも今でけ慈妹が滞れ ,カマスにごみを詰めて軽いた り十るキビ形式td'かb
となってし-}ろ｡






える.法告拭一回忌を ｢む;I)わり｣としへって盃んL:て行かhれるが以後三年 ,七年 ,十三年 ,
二十有年 ,五十年 (原後 )け射てより必ずしも粧捌 こ行なわかて'/,ないとしへうp
9 天 気 占 い
高 坂 知 捷
東沖和の天気占いと比較して
旧正月の5個日,1 ,2 ,5日を各々1･4･7 ,2･5･8,51dI9月の代表として
み ,例えは 1日VL天気がよいと今年の 1･4･7月け良い天気た,jう,2日け雨たから梅雨























げえしゃbません (V,らっLやLI'-tiせ ) etc
10 年 中 行 串
藤 岡 一 彦








締 りは ,午後8時頃から午後 12時頃まで行われる｡ しかL,近年青年層の稚村があいつぎ
年々締りも活気がをく7Trっている｡
L rc)弥餓鬼(初 ;き )
称P.鬼とは,知錬仏のためVT･行 う読経や供養つ寸り仏を葬る行かであ9,これが毎年 ,吹
の時期QT次の寺で行われるD八月十六目 地賛院









9月27日･･-.=･･-ぎわん様のか祭 ト 名ーむ十び専 )
10月28日,I.,I..･.凍尊宮の秋昇
これ打 ,お坊さんの群であり,各家庭では,サ-,'ズシを作って葬るn




5礼者神社 ,松尾神計,日育神社 ,発禁鳴神社 ,八幡神社,天計神社,≡






























11 円 城 の 交 通









用品 なども福渡か らの鷹番で仕入れておD,当時馬連を所有していた人が4- 5人居たという




浜 田 再 作
私が ,けじめて円城Iを･訪れたのは昭和 57年文の事であった｡円城にある ｢港武子ども会｣




の斜面という斜面が森林を栓いて ,ク′くコ畑 ,野菜畑 ,水田と利用されてLへることであるDこ
れをみて ,私は ,人々と自然 との舶争の姿をtぎ青首とみせつけ られた感がした｡
私たちが招待を受けた換武子ども会LrT,勘武 ･綿棒 .みつぐという三部港より研成されてL･
9,m畑の平均耕作面税が 占～ 7反という僻 村地帯であった.栄 ,菱 ,発煙耳が主-/r種物で
あり,その他 ,大豆 ,かん らん ,特唾物といわれる円城自軍がある｡米は 1反レこつき約 8- 9
依Lかとれず ,薬療苛Kよる収入がどの家庭でも上位を占めていろ｡ しかL,こIIたけでも生
活!･-iやっていけず ,利の人たち紘恭粕 ,瀦曙 ･ブ ドウ触 としへろし-,ろ撒常を~試みてレーる｡さら









る婆に感心した｡それ と同時に自分たちの生椿の余暇を楽 しく過こそ うという意図と自分たち




んやか母さん方が 日頃の研gp.成果 (7)のこうレ､った文化財の一端を私たちのため打みせて く
たきった勤ま,今でも忘れるととのできなV,/際Lへ出の一つである｡太鼓の音 ,笛の音 ,身ぷ L)























たbクJl'コをつくっていますOそれでも海月･お金がないので困 りせす｣ (六年男 )と生活の苦
しさrJi･のペてお9,ある子は,｢か母さんたちは ,vlつも少しぐらいつかれてVlてもえ らV'仕
車をするoだから大きく希ったら大株主托そりたい｡そして大きを会社を沢山もってか父さん ,
お母さんを楽にLてあげたい｣ (五年男 )と脊いている｡父母の生活の苦 しさ,その父母を楽
-占8-
把してあげる把は勉強を一生懸命して社長にでもをってお金持ちになることだと考えている｡
だからたいていの子 どもが ,お金を大きく希ったらもうけろことを考えている｡将来 ,何にを
()たいかと開(と,歌手 ,野球の選手 ,映IL.gl'ス9- ,サラリー マンと答える.〝どうして〝と















鶴 藤 鹿 忠
加茂町仕岡山県のほほ中央部に参って ,備前托恥 J,ているが ,美作 ,備中の国境に隣接して
いる｡低地で標高 14∩- 20nメー トル,隆起幣平原の円卿 也区は標高508- 400メ-
トル打位促Lている.
民家の屋根付入母羅造り77茅の ｢オ ド1)｣の上打竹をわたして針目･ttか^,棟飾 りにしてい
るa屋概 材料としては,茅 と茨夢の両方を用vlでFくか らどこの屋根をみても,段ZEの上う





柱材は甲 ,そC=)他は松材i･使 う｡江戸時代tJ.L建てた民家には土台がない｡ d尺 5寸 1間であ
る｡
主犀吐前列昨オクノマ,ナカノマとちD,後列にナンド,ダイドコロと並び4皐聞取である




オクノマはデー ,ナカノ17は7ダノマともレゝうOナカノマの土間に面 して板を張 り,さ尺-




床はどこも下床で ,これを′J平 床ともいっている｡その絞 りに 2殴つ きの押込がある｡神棚
をナカノ17に設けている家もあるが ,普通はオクノマであるQこO-i)地は天台宗が多 く,天台宗
はオクノマ托設けるのである｡天冊卓大神 ,氏神 ,厳島神社 ,松施大明神をどをまつる｡爽 ･
大典はダイ ドコロ,せたけナンドアIjつ9,倉があれば倉には ｢倉大熊｣をまつる｡金神.Lj:諮
神の神棚とは別に作っている.ロックウ(土食神 )はオクこワかダイドココでまつるが ,姿を
うける柱では-itつ らかへ 夢を うけていをい柱か,耳のあたDに棚をぷ らさげるか ,打ちつけ
てまつる. ロックウは牛かつ九 へしめで牛の焼 き物を供える｡クl◆とイロr)の神である｡稲や
麦の穂を月の数 12本 ,閏年には 15本供え ,牛の覆前聴後 ,旅立ちL'･_I)ときl･JE吋 ,と(把･Bt祈
9する.
ナントけ帝辞でめるとともに米その他の物思にもそる｡ダイ ドコ口紅4-1イロ')がき.,て参っ
た｡ィ｡リ妊~｢般Vは ｢ユ リイ｣というが ,ときには ｢-ルイ｣ともい う｡第 2次大槻直後ま
ではどこ'/3家Kもあったが ,昭和 55年頃まIrに取 り除き ,今は こたつにしてV'るB主節は








コシカケはヒヨリグケといしJl,季茸VJ_カ トイレ3'ケとl^って ,粁起である｡大輪 日を･C結イワシ.







の民家 P 128- 1さ9,参照 )傍はマヤとか ,巾ノノマヤと呼ぶ｡用を軒ヂ=′てt/､れ(A:～
マヤとL,､う｡
輿産.lcLづ屑物 ふ置 くので.奉るが,日 ソベ一丁.｣といって 1PJJX 1.5間把 ,板=L,tた妊士壁で例
･対 した4､のも少なく存.^｡オク二ワ托1-1日 ノベヤ¢rJyJ･,托 し,水師 ,また結フk瓶.,カマ (カ
マク ド ･) ,ク ド,キ トコ希とが奉る｡
主唇のほか ,納転と倉があるが ,弁rJ.L上層民雫:rDみみ られるn納畏れナガヤといしへ,恥と
物置発作其土間の ,いわゆる ｢ナガヤ｣と ｢厨｣と ｢* トシノウエ｣の 5区軌 A,lらt,･っているD
オトシノウこけ ｢サソキ｣とか ｢中段｣ ,｢中 2時｣ な ど とい うQ 岩 夫 鮒 の 野 宴
にそっている4､のであるが ,袖廠ベ1･としても促ナナLto d茄か多い｡メ小 シノウ工のゆか下
を探 (掘り下げるか,ゆカ1下が大き(あき地打をFJlうな地形を利用して ,醇の軒肝をおと十 ,
その上という意味である.ウ工がヘヤで .オトシが粋肥令になっている.師肥を塀から出した





付伺命として/dナガヤや介cr_僻 か ,風声,や便所t,iあ引 ノ,木′｣､屋 ,灰焼 き場がある｡木/ト尿
打上土壁をつけないものか多い.吹焼 き場trt畑地や原野に 5尺× 1FLりてVlどのものが多いが ,大
きいものT･J.･11托ily･2問のものもある｡内部を 2つt,rt切って 1方をカマ域とし一方は鰍 1た
沢をいれるところでみる｡主 と して葉 タバ コ と大 豆 の 肥 料 lて してい るD 業 タバ コ












14 円城 中学校卒業生の ゆ くえ














御津郡加茂川町立円城中学校の昭和 51年度窮 2学年及び宗 さ学年在籍者 ,男子 79名 .女子
95名(死亡5名と転校者 1名を除く)
岡山市立岡北中学校の鵬苛B52年5月及び同35年 5月卒業者のうち,宿(新町方面を除く),






















5衷 )｡牧石の男子では号までが通勤者とな-ている｡(荊 5襲)｡女子の場触 どちらでも
一番多いのは就聴しないで家にいろものである(弟 9･11案 )が .通勤者という点ではやは
り牧石地区の方が多いoその歌津においでも.円墳でけわずかに保育園や虎甑 ｡学校などに勧
めるtrCすぎないが (第 9蓑),牧石地区で托事薮良･店員と勤め矧ま多V･(第 11表)o
く村を触れていった人 ニ々:ー･

















二 三-～ ~ー- 一 一 く こ こ=- 一._













(冴-!7表 )O これらの人々妊一般商店の店員や .会社の事務員 ,ミシy縫製工.洋裁店の店員(戟
縫技能者),若頭婦などVCなっている(第 10表 )Oこれに対し牧石では .同じ岡山市内IT!移動し




























いるか) ④規模(単身か家族ぐるみか) (勤学農｡知能 ⑥社会的 ･経済的階層 ⑦女子の場合
村の人と結掛 ′て共に出たのか ,出先の土地の人と結略したのか .⑧離村の操業経営に及ぼす形砂






現 住 地 , 人 数 i
加 茂 川 町 19 241
岡 山 市 22 27.8
浄 山 市 5 5.8
福 渡 町 1 t5
大 阪 桁 15 16.5
兵 庫 県 4 5.1
奈 良 県 1 1.5
東 京 都 4 5.1
東 京 以 外 の 馳 東 5 i8
中 部 地 方 2 2.5
そ の 他 の 県 外 2 2.5
不 明 5 占,5
第5表
門城男子町内在住者の職業
職 繋 人 数 *
盛 業 10 52,5
大 工 2 1ロ.5
公 務 員 1 5,5
運 転 手 1 5,5
商 辛 1 5.5
無 職 5 15.8
不 明 1 5.3
合 計 1.9 10 0
約 2衰
牧石男子の移動状況
現 住 地 人 数 %
卒 業 の 時 と 同 じ 59 57_4
岡 LLl-市 内 移 動 4 5.9
玉 野 市 1 15
東 京 都 占 a8
神 奈 川 県 1 tS
大 阪 府 5 44
兵 庫 県 5 44
京 都 府 5 4 4
重 県 1 15
中 国 _地 方 5 4.4
九 州 地 方 2 2.9
そ の 他 の 県'外 2 2.9
第 4表
門城男子転出者の職業
散 薬 人 数 %
店 員 7 12.7
建 築 関 係 7 12.7
公 務 員 6 1n9
運 輸 関 係 5 10.0
工 員 4 7.5
会-社 事 務 員 2 5.占
自 衛 官 2 5.i
大 学 生 2 5.6
そ の 他 5 5.5




職 業 人 数 S
公 務 月 ll 282
良 薬. 4 1u5
大 学 生 4 1uS
店 月 2 5二1
運 挙 琴 1 2.4
旭 川 荘 1 2.a
左 官' 1 2.a





職 業 人 数 *
大 学 生 ll 57.9
全 社 負_ 占 2u7
運 転 手 4 15.8
自 衛 官 2 a.9?公 務 負 …
必 且 1 5,4.鉄 道 弘 済 会
上 木 関 係, 1 5,4 r
~義 戦 1 5.4
含 叫 29 100
現 住 地 既 盾 未 解 合 計 i
加 茂 川 町 4 15 19 2u2
開 山 市 7 29 ささ 5a7.
分 数 市 1 1 2 2.2
~有 島 市 1 1 2 2一之
足 守 町 2 0 2 2_2
宮 町 2 8 2 2.2
大 阪 府 5 占 ll 1t飴
京 都 府 1 1 2 2.2
東 京 都 2 0 2 2.2
埼 玉 県 1 0 1 t1し石 川 D




現 住 地 既婚 末準 合計 %
卒業の噂と同じ 5 18 21 51.2
岡 山 市 5 5 8 19.5
そ の他 の保内 4 1 5 12.2
東 京 都 1 2 5 7_5
兵 庫 県 5 0 5 7.5
山 口 県 1 0 1 2.4
第 10衰
円城女子転出者の職業
塀 菜 既婚 未婚 合計 Yo
店 員 1 7 8 10.8
事 務 員 占 6 al
工 且 6 占 8.1
洋 食 店 員 5 5 6.8
希 缶 婦 5 5 6.8
班 .奏 容 析 5 ○ 4.2
保 母 1 1 1,4
女 中 1 1 1.4
不 記 52 52 45.2
不 明 7 9.5
合 計 55 54174f l0D
第 9泰
円城女子町内在駐者の職業
聯 菜 既婚 未婚 令 %
助 教 諭 保 母 5 5 15.8
曲 協 事 務 見 1 2 5 15.8
給 食 婦 1 1 5.5
工 員 1 1 5.5
医 師 手 伝 1 1 5.5
無 職 5 7 10 52.6













由 菜 既 婚 未 婚 合 計 djo
事 蔑 見 5 1 4 20.D
･~要 員 1 1 5.0
商 発 1 1 5一口
出 発 1 1 5.0
藻 草 1 ー 5.0
学 生 1 1 5.0
｣聖 職 9 ■ 1 1ロ 50.0
不 明 1 1 5;0











旧ELl}昧村部落(?Jl乗 ｡爺 2衷)の場合 ,昭和 22年から55年tlJのRi'匿-,都市-出たもの .
価かVCS名である｡それが さ占年以降 .急激に増加し.20名近くの者が都7T71-出てしまった｡彼






収入を碍ていたが ,同級生が次々に結蝦 したりするのを見たりするとともに.昭和 59年の末IlC,
津山の鉄工所へ=員として行ってしまった｡嫁の乗ぬ森村 .仲人をして ,お嫁さんを連れて来た人
!てIl町から蒋謝が出る｡とV､うのはこの地峡性急,上く表現していると思う｡










附弟 1表 久米郡旭町江与味原部落 (旧弊筒郡の内)
人 口 WL出 の 現 状 (男子のみ )
家 名 父 の職薬 子 の聴業 転出年令現在() 学 歴 転 出 先 そ の 他
〟 18(21) 高 校 卒 大阪市
ロ 公 抵 負 教 員 28(52) 大 学 卒 岡山市
学 生 15( 占) 岡山市高校在学中
学 生 中学校在学中
ノヽ 虚 業 運 転 手 25( 6) 中 学 卒 倉療再(4反)
土 建 浪 人 中 16( 9) 高 校 卒 岡山市
i 土 建 (18) 高 校 卒
( ホ 姓 薬 船 渠 (40) 高 ノト 卒 (5反)
運 転 手 20(54) 高 ′J＼ 卒 福渡町
へ 盛 業 公 務 員 (56) 高 小 卒 現在田なし
ト 商 業 大 工 (55) 旧 中 中 退
商 凝 18(29) 高 校 卒 岡山市
チ 商 業 商 英 (58) 高 ′J＼ 卒
運 転 手 (52) 中 学 卒
リ 曲 集 良 美 (55) 中 学 卒 (5反)
ヌ 材 木 商 学 生 高校在学中
学 年 高校在学中
〟 曲 集 点 薬 (45) 高 ノ｣､ 卒 身体陣害者(5反 )
;家 名 父 の聯菜l 子 の耽美 転出年令現在() 学 歴 転 出 先 そ の 他
左 官I 26(51) 中 学 卒 瀬戸町カ運 送 業 逆 送∴菜 (28) 旧 中 卒 I
公 務 負 22(55) 大 学 卒 京都府
ヨ 運 送 菜 無 し (51) 中 学 卒 身体藤害者
迎 送 美 (5tl) 高 級 卒
ク 鼻 薬 I虫 菜 (59) 苗 小 卒 (5反)
大 工 (515) 高 ′ト 卒 横浜市
レ 商 菜 魚 屋 r25) 中 学 卒 ｢
事 務 長 18r21) 南 牧 卒 津山市
ソ 商 業 学 生 大学在学中高校
学 生
ネ 商 業 学 生 中学校在学中
ナ 患I 工 兵 25(2ム) 中 学 卒 津山市 (5反 )
二 見 14(2 ) 中 学 卒 岡山市
ラ 姫 業 鬼 謀 (24) 盛 高 卒 (5反)
事 務 艮 18r20) 高 校 卒 神戸市
ウ 材 木 商 材 木 商 (51) 中 学 卒
事 務 Li 19r2 ) 高 校 卒 奄野市
ヰ 教 且 学 生 中学在学中
ノ 点 学 生 r8反)
一81-
策 5表 加及川町円城二川部落人口の流出の実状 (男子のみ)
f 家 名 父 の職業 子 の 職業 転出年令現在() 学 歴 転 出 先 そ の 他
イ @ 女 中 魚 屋 15(19) 中 学 卒 岡山市
ロ 曲 集 学 生 高枚在学中(5反)
学 生 _ 中学 〝
事ハ 大 工 大 工 25r29) 中 学 卒 岡山市 (5反)
Il 左 官 左 官 15(25) 中 学 卒 岡山市 (5反).0
ホ ㊥ 鹿 央 A.執事折角 現在(27) 中 学 卒 (5反)
Jへ 曲 菜 温 泉ふ ろた き 現在r24) 中 学 卒 社会性欠 くI.Q50-占0
ト 旅 館 学 生 高専在学中
l チ 商 業 な レヽ






















それでは ,現在より.多い人口を維持し得た理由に何であろうか｡この点Kついて ,第 4o 5表
に目を向けながら考えてゆきたい｡
凍4泰 職業別人 数及 び軒数 (金川村 以北 津 高郡 )
村_＼ 盟( 者( :挽( 工( 治( 良( 官( 堤( 打 屋 蛙 庭 節
軒 人 人 人 軒 軒 人 軒 /■~ヽ人 (人 (軒 ′~＼ノ ′■~ヽ人
) ) ＼_ノ Jヽ ＼_′ _ヽ′ ) ) ＼_′l14 ) ＼J ) )













第5表 旧円城村職業別人数および軒数と人口･山林面横(享保 15年 )
1i医 者 .酒屋EF大 工l 毅郎屋 巨 的可 樋脚屋l l 相 星 t.人 口;I 仏) I㈱ (～ 柄
ノJ､ 森 l 2 I･ 】 J llt 715 4
五 明 l 1 l Ii 154 !
塩 谷 1 l li l l t1 17占
熱 海 ｢ ! 104
神 瀕 I 1 1 l 章 ; l ii t I549
,年 末 l I I 146
柿 山 ) 1 i Tl丑 ｣ ..]
1案 田 1 1 1 I24d t
i円 城 1 J I ~ごて J2-i
i.上田東 2 I 5 1 554
≡上田酉 1 I 1 476 .
;細 田 + I Il 494!｣
三納谷 1 2 1ト58きl
I i ･1
参 考
'-- - う (粟井谷 .杉谷を含まず)
























o江戸時代揮高郡奥村でZI与昧村外 19ケ村の大庄屋をつとめた .屑屋L(加茂 15流の 1),A
永代兇 (文政 15年)は当時の粂生渚を我々に次のように示している0
1月 5ロ 朝 餅 窄^ 12佃 下-出す但しぶりは見合
5月 4日 晩 菜い里こ 是ばかり夕なべなし
8月 14日 朝 安ばかり 但しすし見合三つ








東 ,上田西 ,棚田は0.2反に足らない ,このようを点から考えて ,山の無い者が先に洗出し
ていったと考えられる.現在江与味村で.山持ちといわれる大山部落では ,後継ぎのいなく
なった家は見あたらなVlL,50オ前後の青年層がどの家にもいるのが特徴であるO この高




0 5反以下 12戸 全戸数に対する割合 57蕗





o 紺屋 ,機屋 ,錯治などあろう0
7 交通商品流通の未発達は ,現在の我々ほど使 ,不便t,Cついて感じなかったであろうD
o古老の言葉-どこに匡んでも渉 くことに変りを L o
l
L
したとしても,働 く所が少なかったといえエF)｡ところが ,江戸時代後期手=業の発達に伴い ,商
品生産の増加 ,流通の発展 ,更に-1た ,明治以後の産畏革命によって .この地域一帯が流通経折に
大きくくりこまれ ,手工業的Bil某的な .鐘閑期の余剰労働力を吸収していた職は ,その存在理由を
r 失い錐村を促 したQそしてまたごく澱近の急速な工費化都市化は ,この高原地帯から働き手を引き
出しつつあるO
(藤 田中学校教 諭 )
16 近世 の加茂 郷











藩当局として村役人層- 加茂郷内にかける村役人の概略をみれば ,この地区では大EE屋 ･庄屋
(名主)杖もとよ少組頭忙いたるまで .庄官系統の由緒ある旧族名家によって殆んど独占されてい







脊類を連出したので,以来これら15家を ｢加茂庄官15流｣,(15家とは吉川,片山 ,菱川 ,










































































っと三輪が通れるほどで ,これを ｢開拓道路｣と呼んでいるBこの道を登ること約 6キロで加茂山
開拓村に遵することができる｡




加茂山村開拓は .下加茂 .御所谷 .管ケ谷･本宮 ･津恩田 ･高富のd団地から成り,82戸
54 2人が生枯Lでいる.内男子 182人 ,女子 160人である｡朗拓地で女性が少女い串は ,
｢開拓地の娘は町-出ても,嫁に来てがない｣ということからも推称lできる｡開拓地-の入植者









てVLる｡い くらかの野菜も米もでき,劫 .兎も飼ってLへる｡潜て ･食べて.洩る｡それだけの生
活にかいては ,入植当時考えた理想せではいかなvlにしても,当時の既柳腰を村の人と比べて劣る





畠 山 泰 子
｢開拓盛付の地現学的考察｣より｡
第 三 章 竹 荘 盆地
1 概 観
石 田 寛
竹昔盆地は ,宇甘川本流の巌上流部にある後地で ,上流部から旧上竹在村 ,丑野村 ,下竹荘村
があD,手甘川の遷移点がそ,D本楯 をなし,5つの何は ,Lへわば串にさ れゝた芋のような恰好で ,
共中の旧迦野村がもっとも広く,そこの新町が竹苛盆地ID中心が主格となっている｡
手甘川に ,旧下竹荘村神原にかいて ,2つの支流が合札する｡それぞれの上流部に大和高原 ,
吉川高原がある｡娘簿がもっとも珊密に立地しているのは竹荘盆地で 520m ,大和高原で 540
nl.吉川高原で 560mで吉川盆地がもっとも志し10
上竹苦 ･金野 ･下竹荘 ･吉川･大和の 5村が昭和 50年合併して賀陽町となった｡ この地区は
上代忙中央の御名代と夜b｢多気郷｣とよばれていたが ,平安の世に ｢多気荘｣と夜LJ,それが
竹 准｣とも満かれた｡今まで中世的呼称がそのぜ 生ゝきてきた由緒ある地である｡それがこの









悟っている｡東方から字甘川の厨部位食がのぴてきて ,湖71(堆成層をt漁 して.5- 4段の瑚成
段丘が各地に作 られている｡音場高原上L/ClrtこG7)ようを胡盆が処々にみられ ,特典を人文演観を


















vlるoことにこ 数ゝ年来の工業化 ,都市化は ,この高度上の盆地En:さらに大きな変化をもたらそ
うとしているD
この上)に興味耗h竹荘盆地で,巡検第 5日間を有意義にすごし,かなbの成果をあげえた｡





2 気 候 .気 象




竹荘盆地の平均気温 14度前後であ9,碗 娘低のそれぞれの平均政変は5a5度 ,I2度前










風位は年間を通 じ,また各所を通じて ,かなか差掛 ミみられるが ,軸 北または南東 ,定は南









木 村 忠 盛
竹井盆地の低地部では金気水が多 (,飲料水に仕使えをい｡現達の人々吐 ,高い勘弁に住居を
か-.!え ,飲料水仕そこで村 ,低沈地帯はJkt]として利用していた｡この土地の淵菊は大部分現住
























人口 15,028人(男d.419人 .女d.609人 )
世帯数 2･4 05 人口密鑑 1ロ2人
4 竹荘 盆地 の土地利 用と産業
徳 田 和 子










稲の品種として,槻約(R:コク1)ヲク ,取泡 ,盛朴 4号 .農林 22号 ,雄町などが作られたが .










のr棚台以来 .秋藩がふえた｡それはクJl'コが租の蛾lJeを#い取ったため ,掛 こ堆肥が不足した
からである｡








水円の用水源托ため池であるG明治 ,大正 ,昭卿の三代にわた.わ,曲 ,煤の補助金を合わせ
て偶人あるいけEfl体 ,時に比家産'J'd:倒す人Iiで出るほど灘い金と労力をつぎこんで ,谷[岩舵 放
みデil.tう
多くのため池が築造されたのであるc l反に二考 150円の水料を/Jとして一年間池帝を荘い ,地




し21 タ バ コ
自然的条件
生育の堤通混酸は28.C内外 ,山高約 42℃ ,般†軸勺9'C,降雨壷は月平均 1006cc顔 窟
妻に頒ho砂二ヒ又は砂髄土が適し,滞水性の二ヒ伸托よくなし･,3加里かよひ陣頭にとみ ,苦土が
欠乏せず ,窒崇の多すぎ毛叫梢がよいQ漣作仕りtを tn o
当地のタバコ粥埠は ,約 50年前に始-まD,迂中}噂麦作 ,蕃蚕を壮さんで約20年前再び
開始-3九/た｡ 50年融i備中燕だったが ,再r湖後は薪色相を位えてV'･るO奥野のクバコ栽培は











ってhる｡ ここで気づくこと仕 ,玉島などの南部では反当b平均 8- 9万円で ,丑野に此戟し









保っていたが ,鹿瀬にしてから湿度は夜 12時から朝方にかけてわずか下るが ,ほとんど一定
しているから今では一晩中起きておく必要がなくなった0 20年前に 1つ ,2.5年前に一
つと今では 2つの乾燥壕をもち ,1回に 1反分 500縄乾燥することができる｡乾燥は普通 6
昼夜かかり ,強勢通風の場合は5昼夜で宅煉できる.タバコ栽培の進んだ南部ではプロパンガ
スで乾性しているが ,ここでは高い重油をさけ ,ドラムカン 1本 2,400-2.500円の燈油
で乾燥している｡舵映場を薪から虎柚にかえるために比5- 6万円かかるのであるO
畑にはタバコの他 .白菜 ,抑制 トマト,かんらん ,大豆 ,茨 .さつまいも,タバコの後作と
してそば .小豆などがつくられるo去年の洗骨Iでは ,トマトは550t(～050万円)生産


















ても郎管である｡豊野地亘では三和 ,住友 ,中級 .常用金庫 ,必便局など金駿禎卵が多く,そ
の確保に懸命である｡年間のび輩は 1.500万円で ,1戸当b貯蓄絹比多レ一時で 40万円まで ,
最低25- 26万円(全国平均55,4万円)である.重野地区は鼻薬格差が大きく,上は 10
D万円以上の年間所得があるが .魚美運営について率直に述べれば 1/ 5の#_家総裕福 ,1/













主に果樹 .養宙 ,畑作 ,鹿協について
ー99-
5 高原の村の変貌
田 中 恵 子
- 竹 社 の IJi在 一




吸収が ,ここ吉備高原南部の竹荘 (娘商工薬地域には比敬的近hが .通勤できない-このことが
1.村人口を減少させる)でも若い眉を中心に就出入IJを減少させている｡-また賀緋 Tの全休の人
口もいうまでもなくだんだん滅bつつあi) ,武良人ロも滅 少 ,兼業漁家が増加しつつある嘩向に
ある｡
衷 (1 人 口 静 態 (豊野 )
年 世 帯 数 総 数 93 ㍉ ｢
昭和 25年 2.582 15.655 l6.占9 4 6,9占1
〟I 2.595 13.692 6.759 6.955
〝52年 2,559 15.751 6.758 6.995
N35年 l2,822 15.575 占.721 6,852
L "榊 2,547 15.804 6,591 a.占15
表 C2) 人 口 動 態
; 年～ 出 生 死 亡 自然増加
I律師口50年 275 154 159
f 〝51年 1 275 104 一 171 ー
〝 5 2/rF- 508 122 186
〝55年 It 271 127 144
〝5 年 20占 128I 78
〝五 年 17_8 ! ..4 64 l
表 ㊥ 良 美
年 鹿家総数 経 営 耕 地 画 餅
計 田 畑 内 樹 園 地
〟51〝 2.297 1.976.44 ヽ555.9.1 409.4.4 65.9.6
〝52〝 2,282 2,0186.4 1.542.ち.8 410.5.0 545_6
//55〝l 2,278 l2.10占.α5lt547.9.1 l 5245,8I 55.7.i
これを表に示すと素糾 D^のようになるO描 1で示す上うに ,地帯数 ･総人口仕 ,共に近塙で
なるにつれて ,減少していくのだがこれは.一彦をあいナて煉南工業地域へ移転することも多レ一に
せ よ ,5-4月の人口減少の大きさを見九は ,解〔こ青年膚が耗学 (そのま 村ゝに細ることはTL.い
のが怒適 )及び就職のた･l/)に離村することの多さ告示 していることがわかるo中学卒業後の劫向
をみると ,卒来者数のうち男子 dO妬 ,女子 70砿令比遊学してかb就選者数は 50那釦⊂すぎ
たい｡豪米に従凍するI.g仕ほとんど;'Lく,昭和58年碇の場合19=3女 1名づつのみであるO これら
のこと.I-i表白)に示すとおDであるo
表 ④ 卒英検の動向 (昭和 58年度 )
卒業者数 進学者数 菰礁者敏家黙
245 男 129 88 401
女 118 85I 50 S l l
そのうち進学の場合は ,忘望夜別志願者教 (延人出)をみると喪手の如 くLF･通高校への入学者が
大部分であるQそして大体は志望tJL安へ入学できる†義子であるa
表 ㊥ 志望校別志新着数 (娃人員 )･.･(証 )大体は志望高硬へ入学との番ですO
学校 油 心 山 真 備 埋大付は 応梁E]新 作 駆 賀 陽
料 普 通 普 通 普 通 鳩 気 商 其 被 服 普 遍 普 通
･男 さ 7 50
女 1 1 1 1 5 4 162
学校 倉 商 負 I 一I
料 商 菜.頂 ｢ 可 電 気 工菜化草
輿 5 2 1
-101-
i- --_
稲枝 . 高 梁 高 松 鹿 巣 松 山
料 常 通 家 庭 土 木 芸化学 姓 菜 廃l 雲 定時塊秦 電 気
罪 1占 2 4 2 1 1 2
女 9 占
高校~~有~倉倣市立 児 島 南 梅 烏 城 1機 械 -普 通 家 政 普
輿 2




表 ⑥ 赴 任 地
県 外 県 内
大阪 名古屋 京都 兵藤 一一で京 岡山 玉野 児島 倉敷 笠岡 の他
男子- 9 2 5 2 4 4 ■ 4
女子 7 5 1 2 7 7 4 _J
衷 ① 磯種別就朝生鍵赦
舶 エ 斬縦工 号シこ4二 希硬勅 理美容 洋 裁 訓練所親戚工
男 子 14 2 d 1
女 子 5 15 1 5 2
店 見 左 官 調 理 木 工 食 品加~工 同 気 家 事従 車 その他
男 子1 1 1 1 2 2 1 1 8
又 ,豊野地区におVlても昭和 50年 4月に 5.148人の人口が ,同年 12月には5.159人とわ
ずかで比あるが増加しているの忙比べ .昭和 35年 1月～ 12月にはそれぞれ 5.107人 ,5.0
58人と大きく減少していく傾向を持っている.







野からはだいたい50名前後L出るが ,田柵え時期には出ない0 12月～ 2月の妓刑期には昨年度
は水島へ ,また阪神･中京への土=としてのJ碑 ぎがみられるO このような出稼ぎを行なう僧虻
所有耕地面砧の大きい農家に多い｡このことLは確かで比をいが再来良め 王漁業兵家へと移行する
十慮程とみられるのではないだろうか.女子をとってみれば,新町 ,下市 ,下竹ft･ど近辺の被服
=喝へ日絵 500円～ 550円というイ螺 金(歩合制)でそれぞれ50人 ,20人 ,5口人等々
と出ていっているのである｡




















在は盤家戸か ;戚少しつつあると比いえ ,放棄力吟 徒とも大部分であろうと予想され ,との根本
1105-
的和漢某中心で将来 座をi噸 VCせず .夢である ｢め土光都市｣などとは基本的な鵜 を忘れたもの
だとはVlえなL^だろうか｡
衷 @ 畜 産
午 乳 牛 15 40(めナ) 200 207
役肉牛 1.648 t85占 t68占 t5 57
局 105 149 125 121
め ん 草 155 29.5 171 114
牒 2 2 57 19







小 谷 棄 人
序
岡山県の中央部に拡がる青傭高原 .柵 ;恰しげもなく輝りつける夏の日 ,この高原を汗を拭き
ながら歩き適け ,夕方たどb新L^たのが ,緑 も襲しい水田地帯 .即ち湖盆竹ノ荘盆地である｡ こCr)
地は応変と金川を結ぶ弟感の道路が通っている｡我 一々行は金川から通ずる道路を加茂市場から人










b.恋田 ,板虚 ,大久庚,,h砂 ,エゲイ ,竜骨.千枚 .天福寺 ,千守を抜けて産山に至っていた｡
この迫は徒頻時代も初肋つもので現在では昔の名放りすらもなくただ言伝えで残っているだけで
ある○ これは山の軸とか中腹を通っていたことから,農地の初期の道路の特徴がよくうかがえるC
時代(,ま流れ ,謙倉時代とな/Sと松山(現高梁市)に地 境 かれ ,松山から岡山方向へ抜ける亙賓
街道がこの竹荘盆地を通 り抜ける様になる｡この街道はulJ中松山から狐谷 ,ケサカケ,′｣､林 ,福




在′(ス過斡となって命を継いでレLac この時代の頒価 としては上兼里 .下茶屋のFJ/7とか .小学
校の近 くVL'一里塚が残っている｡
大正時代になると県の工単により佐与谷を通b卸町の手刷り辺9台過る尿道か完成し,竹雀盆












にな少,馬の背には竹井からの米i劫 ;戚せられ,福粂からの推1-1も威せられた｡ 5斗 5升の米旗
を馬に付け,馬方も一俵背負い ,儀は乗しく宙p-ら九 ,,令を付けて,I/ヤン･/ヤンと狐谷を下って
- 105-




























＼ _㌔ 明 治 .大 正 略称 戦前 現 在
人 力 盤 2～ 5 4- 5 0 0
馬 車 8約50- 40 0 口
牛車 (唯 ) 50 S■-A ∩ ロ
l荷 車 多 数 !多 教 自家用多数 多 毅
一日 地 車 D … 4- 5台 i 4- 5台 l 10台
-ヽ-一一一一
他から多赦入る




(図三) 居 室 の LIA
一A lつ戸
大正末期には馬車に代って自励車が入-,できた｡日払車壮高梁の木野山中心yc竹荘の吻柴を巡
粧 してV>た.昭和初期には'R陽町全体で 占台('らhしかなかったようであるCβi卸 1占年に売る











小荷物は岡山腺餅 勿の定期低 .これ比岡山う高梁- 食掛-金Jlトウ岡山線と岡山→金川-矧敬一痛
梁敵 ;あり.香川や総社からの線もあるO盤家政物は曲協の車 .｢殻の近距離の貨物/d自家用輩
を濯うoタバコは日通と大体分かれる｡それでLri物掛まどの方面に一番励いてVlるかをみると .




る｡中鉄バスの方牡足守→寺川約 1日10往復 ,長錠ト 壕ー 辞一大和一づ中原線 1日5往復 .金)け-
加茂市場｣鳥原(岡山から)線 1日10狂乱 備北Jl'スは高梁-香川線 ,高簸→円城線 ,高酔 →












? ? ? ? ?
?
? ? ? ?? ?? ?
? ? ? ?? ? ? ? ?
? ? ? ? ?








々は岡山直通バスを望んで ,昭和 35年～ 55年にかけて中鉄パス ,及び町当局tR:陳清したが ,













映しなかった -とし､われてレVD｡ この硫蹄を含んだ相良は近 くに歯稚病(なすび曲)の旗者が多
いことからも断層線からFh-出しているので姓をいかと思われる｡現在の覗光パンフレットをみる







? ? ? ? ー
の批泉には田植後をどのBt閑湖 ,良家の人 が々神秘畠や胃協病 ,皮硯柄 .切儀などを治やす猷冶











この温泉を敬治有たけでなく商人が利用していた上うである｡ この商人の例 として ,備前の馬喰




















(図五) 観光交 通 図
バス1日 10食尽 ′玉音覇
-:テ ･･-I-I /I ～
??
??
(サギの海温泉 幕内 固 より二)
雪~円瑞
この焚隣町帝L/C竹荘金地に臨地会社が百を付け始じめた今日 .この他が損-b也として脚光を浴
びた時果して住民の利になるかどうか .住民や町当枇 十分見遷し .上辺だけの玖光地として発
展しをh様気を付けてhたたきたいと思うO
7 竹荘における良民運動
白 井 洋 一
















加して,米商人や高界朋 を次々と焼打ちくそした｡ これは有名を大正 7年 8月の米振動の勃発につ
いての一節であるC.
ここ賀陽町竹掛 こ於てもこの叔勤に巻込まれるiIBから逃れる串Qj:出来なかった｡当時の竹溝の
RLt村構造を見ると,大地といわれる者 (′｣＼作鹿総額 5OD～ 700俵 )が 5- 4軒 ,中′｣､地主.
(平均 50- 80俵)が 4- 5軒であ った｡小作良家壮約 60軒で村の半分近くを占めていた｡











軽本家による米の買占めが行なわれたo竹昔に於ても前年迄 1石 14- 15円ぐらいだったもの
が ,同年には一気,C40円にも壮ね上 った｡ このため近隣の村々の彩轡も関連して .百姓遠は酒
屋 ,地主の米倉を鍵 L^ ,借金の証文を焼きはらったoLかしこ九は単に一時夜ものとして行なわ
れたくですぎなかった｡当地で仕それ以後敬勅,姓氏活動は見られず保守的な姿に帰 った.
ところかこのIJ胤 は小作姓適にとって拙団結をする良い チャンスであった｡同18年解放




















8 講.組 結 合 【
坪 井 信 澄 平 山 武 茂
l 竹港地区における軸 練合
鯛 鑓村にみられる社会集団の中で ,舟も-.澱的忙みられたのは ,部組結合である｡地樺的 ,
全人格的 ,そして一次的集団である誹について竹准盆地 .岩村桝 土を氏神とする地域を述べて
みよう｡
A そ の 構 造
この地方で結納組壮 20戸ばかりで碗成され ｢･･･蘇M と呼んでいる｡史t･'こ注目すべき
Ltもうー っ小単位(7- 8戸)の組に分れてレ､ることであるO






手継 の場合 ,赤砂 (あかさ こ),花家が上岩村








た人 が々つくった町であb.現在100戸ばかDの戸数があ9,約 20戸づつ 5つの組
に分れて卦9,それが更に,J壇 を組に分れているかと)かはききもらした｡盆地北西目
名にある恋田組もさらに20戸が ｢中｣ ･｢原｣･｢奥｣の′Jヰ 位の組に分れている｡
B その機能(葬式の時にかける )
組を柵酔ナる人 の々組老練は現在では殆んどみられす ,わずかに葬式 ,その他 .若干
の共同(紐単位の)作業がみられる｡
･ ｢昔し｣(現在古老といわれる人々が若かった頃少なくとも戦前迄 )紘 .か日待 ,お























大 村 寺 領家 4 00余戸 天 台 宗
牡鹿坊(大村寺の舟坊)
天 福 寺 壇家 500余戸 天 台 宗



































を牛馬の神としているが ,この地方天台宗では阿爾陀如来が牛馬の神と信 じられている｡又 ,
｢牛馬観音｣と刻ん7と侠額塔もある｡ ll
9 竹荘の方言と通過儀礼




たわむ九ながら ,泣く点在する家 を々ながめて旅し ,民家を尋ねると郷土の生の感付がそのせ 受ゝ
け取れてとても印象探かった｡殊にその用いる青葉や衣服には ,昔ながらの懐かしい匂LrLQ)する野
















村落内では .古くから伝わってVlる ｢家柄｣がほLY確定していて ,現在でも,なか根強く,そ
れは残っているのである｡ こうした郡から,雌 を考えるには ,まず .その家柄が釣合うかどう
かと言うことが ,間鬼になるわけである｡次vc方角仕 ,ウシ,トラ,ヒツジ,サ ,^の方向は忌み
(十_i!_以上越えた場合は差しつか.tをh),他L,Cライ軌 ,癖核等の有細をJitjき合わせる｡ こうし
て ,兵件が捕えば話を進めるわけだが ,娘は ,式の日までは ,夫と凍る人の顔を見ないし.した
がって ,結紡前の男女の交裸は全然見られをかったわけである｡それは .男の人の額を見て ,そ
の人が欠点を持っているという邸がわかる坊を忌みとするからであった｡しかし,大正C)中J,1項
からこうh9番はすたれ ,現在で比,93女の安臥 はぼ自由である｡ この地方の若い女性(,i,自
分の住んでいる位健上9両へは嬢に行っても,北の方向には恕対行かTThとい うの-/J･'心帖らしレヽ








が 5万円並だそ)であも 又 ,明治 5,4年までは拝すいたしるLに女性は歯を黙くそめていたが '
現在では全然見られない｡
結 格 式


































42個の餅をついて .親族 .知合いを呼び.馳 走を食べそれを配る｡
ム1才













































は喪神組の人が奥まb酒 ,御馳走をして ,家内安全,五常数積を蘇ってお経をあげ ,当日は皆仕事


















当崖壮早朝より表庭の沖(-'r凌所に-クケ竹をii:てる｡ これは上古 .神威の嫉き時代の子機 用であ


























































































柴 部 奉 伸


















昔は米5分,蒙 7分というのが普通で食串の回教も4度だったが .今はそんを ことはない｡
新豊野と他の地区では食生清に少しひらきがある｡
(.ri) 衣 習 慣
腰せきからズロー スへの移行は昭和の初め頃だ･ったといわれる｡ L
l･^,) 住 習 供
かやぶさの屋根は数えるほどしかなレヽ 青倉 .板鮎には .わら助 ;多Vb いろbは明治の終




12 賀陽 町雑 感
井 上 弘 志
地理学者にこよなく愛される令姉高原も柘梁川の谷を堺にして,その東西を比べてみると.少な










生活を続けるよ)になった賀醇の地は .岡山県のほほ中央 .対角殻の交点にひし形をし,昭和 2










樹 陀 つくってその地肌を天LE嘩し,町内第 1の畑地を形成している｡東部比ゆるやかに下斗年老
vlた谷に連な-てVlb･南敵 軍 形の山並みを軽で北東→南西VCのぴる軌 ｣の断盾に,その南には ･
. %川から大和に続く,なだらかをLL併とそのrRIに描けている水田が 8町.-r'><(腺指定文化財 )に見られ
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磯秘ら梢 入され ,珊々とその央組をあげてレ鳩 のであり ,これは少をからす ,日本の工業力のた7f
ものとみてよいのである｡処がこれをのば71して.喜ぶわけにはいかないのが ,それを使 う側の姓
村である｡例えば ,動力耕うん機を敢えても.昭和50年わずか 4台であったもo)が昭和59年に
は852台 と(L脚 ロ59年総廃家数 2.195戸)めざせしい増加である｡最初から導入の予定なら
まだしも不意V〔入って来て大きな力を持つようになったのである｡杏,今日では主力を示している











人から日 901人へ とと10年間に1890人の減少を示 しておD.転出だけをみると.昭和 5
8年 794人かどろく数である｡この傾向は鋤き手,中 ･高卒菜者に多くみられ .これにエD.過
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第三綱 小研究報告 .随想
1.地域論研究10年
高 田 正 規
私はここ 10年余bを発材の探訪とその生理vcすごしてきたOその契機になったのは学生の頃耽
んだ 晒 し首からの解放』であったと思う｡ この本はEl本の魚林漁村の ｢貧しさ｣の実態を195
0年段階でルポル ･タ-Jユ風にまとめ,その根帝を地主制vc求め,それにまつわる半封程的な生





難解な語句を理解するだけでも大変でしたo Lかしその頃e)私は読みかつノー トをとることが楽 し
みであった,そのような生活の中で脊かれた卒菜論文牡や).,-ib私なり(n=従来の学説を毛理し,契狂
的にも理論的(･こも ｢おかしい｣ところを発見出来たものとして ,私C)研究を持続するうえでの原動
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t･-1
JIT ｢ 主 ､
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2.社会科学習におけ る統 計資料の活用についての 一試案






















どが韮費である｣と番かれ ,又 ,文部省の小学秘虻全科学習指蒋法lKかいては第五職 計 ,グヲ
フ等の利用とその指串の中で ,統計グラフを使うことの意味として
(1)全体の傾向や動きをつかむのに役立つ






.I, 統言慨 料からみた社会教科汽の取扱い ′ト学校社会科節 5学年の教科酎 こ出るグラフの種類






･フ篭艶垂A Bー C 1 D .E
* !50 一1 58 55 5 1
l 円 55 15 7ー 55 17
L 折 れ 線 i20 2d 15 17!20











･ふえてくるが ,この学年は ,-3ださし絵 ,祝明絵の割合が多いことに気付く.さ抄こ高学年の5年に
-,1>･ちとグラフ,図表の視党教材に占める割合が急敵にふえるようにを9,との段階tJc至って ,資料と


















小 単 元 l 学 習間塔 と学 習情 動
(罪 4学年)
読 .計 資 料l 備 考















































働 pd5 輸入品のうち原料のしめる割合 ｢通＼.･.メ
商白舎昭 54年｣
㊨ pdS 外国L/Cたよっている割合 ｢′DJ
㊨ p‥ ｢おもな輸入BpJ..957,.958
㊨ pd7 日本の輪人品の削合 1954-1958
㊨ p`8 かも牢蛤出品 ,957,1958
㊨ p`9 日本の翰出品の割合 1954-1958
㊨ p72 日本の突易の相手馴 958
(a) 統計韓料括用の立場
社会科指前装斜Ⅰの中VC乾料VC対する配慮として,rhうまでもなく曳料というものは児亜





























(3) 数且的読みをしなtJ'で,社会的読みにtで飛坪している子どもたちには ,指迎者が ,指串の
初期に数過的耽与を触祝して,祉会的改みを要求しすぎてはしへなかったか反省盲せられるo










(御野小学 校数 翰 )
5. 枚家というところ
岡 野 尚 子
架のところ何を啓いてよいか斬らないせせペソを狙 b,蚊家というところについて卑くつもbで
あるが ,とれ又 ｢忙しい｣を口実に何も網査してからす ,恥しい限りであるが思いつくまま述べて
いとうと患う｡




































































































(岡山 南高枕教 静 )















- ※ - -※ ※ ※ ※ -
O 部組の屯涙,女だけの集いの怒頼
O 村づきあいの集豊で ,おかえし,あいさつはどうか.
0 分家の習tElH:どうか ,家柄 ,家の格式をいうか ,どんな時あらわれるかo
o 棟内の藤倉はどのようにして保つかd
o 主･嫁さん結 ,どこからもらったか .婚嫡圏vEついて｡





o 祈帝もするか ,どうか ,それはどん夜方法なのか｡
一一一･※ - - I※ ※ ※
o 只物は何を只うか ,どこで ,どんな物を只うかo
o 物禿i)(行商),仲只人紘どこから来るか,何を売只するか.
o 仕串潜は,どのJ:う75ものを着るか ,どこで只うかo




巡 検 概 要 (昭和59年)
8月5日(月) 岡山う 金川I.) 絹渡 -う旭川ダム一十 西川→ 庭土 -う西川 → 兼併和(泊)
同大スク ルバス 親任教会所痛む
8月4日(火) 兼併和→ 栃原→ 浜尻-う小森 -う円城(泊)
徒歩 公民銘宿泊
8月5日(水) 円城･づ 加茂市場 → 豊野新町(泊)
徒歩 発酵町スクールバス 淑本屋旅虎宿泊
8月6日(木) 豊野一 俵原→ 抄本もIi-う昏川づ 足守→ 岡山大学
究牌町スターJVバス 岡大スクールバス
巡 検 参 加 者
指事教官
稲 垣 彬 子
浅 田 昇
海 野 多呼子
田 中 民 子
藤 田 一 彦
石 田 寛
花 野 鉄 紀
河 本 字 一
木 村 息 典
徳 田 和 子
小 谷 兵 人
宗 田 克 巳
河 原 孝 一志
浅 野 智佳子
柴 部 寮 伸
西 岡 礼 子
白 井 洋 一
田 中 恵 子 坪 井 信 濃 平 山 武 茂
藤 井 正 敏 山 下 春 夫 的 場 鏡 生
塩 田 一 弥 若 狭 藤 高 坂 知 捷
角 南 文 恵 (矢掛満載 治 )
前 田 正 昭 (下 座井 中教諭 )
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